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第 30号（平成 28年２月）大砂土東地区 社会福祉協議会

〔発行〕　会長　武藤　勇
〔編集〕　広報部
〒337-0053
さいたま市見沼区大和田町１-1387-１
電話・FAX　048-687-7935
http://oosatohigashi.sakura.ne.jp

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

募金
　○社会福祉協議会賛助会費　　1,157,975円
　○赤い羽根共同募金　　　　　3,313,275円
　　街頭募金　　　　　　　　　　  34,034円
　○歳末たすけあい募金　　　　1,219,427円

寄付金
　○彩の国東大宮メディカルセンター様
　○東大宮の野口様
　○島町自治会もちつき大会様
※地区社協より大砂土東公民館に洗濯乾燥機寄付

　今年はさる年です。類人猿は姿形も人類に最も身近な存在です。猿は吉祥や「去る」とかけた魔よけな
どの信仰の対象であり、滑稽味あふれる姿態は擬人化され親しまれてきたそうです。
　「第３次地域福祉行動計画」４年目に入りますが、これからも高齢者の見守り支え合いは緊急の課題で
す。地域住民の皆さんが協力して高齢者の孤独死などを無くしていきたいと思います。
　今年度は「子供の見守り・声かけ運動の推進」についても地区社協では取り組んでいく所存です。
　「えがお」は平成17年３月に第１号発行から今号で30号となりました。これからも地域の情報を皆さ
んに伝えてまいるつもりです。
　永年本紙作りに携わってきた前広報部長の奈良部和江さんが12月に逝去されました、ご冥福をお祈りし
ます。（合掌）

編集後記

（目的）第 2条　

（事業）第 3条

この委員会は大砂土東地区社会福祉協議会（以下地区社協という）の行動計画に基づく事業
の進行管理を行うことを目的とする
この委員会は前条の目的を達成するため次の事業を行う

１．地区社協の各年度の事業計画立案の助言を行うこと
２．地区社協地域福祉行動計画に基づく事業の進行管理を行い、逐次見直しをして適正な運営が
図られるよう意見を具申すること

「車椅子」貸し出しして
います。

「赤十字健康生活支援講
習」テキスト貸し出し
しています。

※問い合せ
　地区社協まで

ゆったりサロン　オープン（東大宮 2丁目）ゆったりサロン　オープン（東大宮 2丁目）
今までの手工芸サロンを２つに
分け、第２水曜日を手工芸・第
４水曜日をゆったりサロンとし
ました。内容等はゆっくりと進
めています。皆さん是非お待ち
しています。

場所：東大宮２丁目集会場
時間：AM９:30～11:30
会費：100円

地区社協からのお知らせ

災害時高齢者支援講習会開催！！
（東大宮コミセン 10/29・大砂土東公民館 11/30）

太極拳講習会開催！！
（大宮武道館柔道場 10/30）

　大砂土東地区社会福祉協議会は、大砂土東地区の社会福祉を推進するために、平成25年度から平成29年度
までの５ヵ年の「第3次地域福祉行動計画」を策定しました。この計画には、「子どもから高齢者まで、地域の人々
の手と手がつながった、あたたかい安心して暮らせる大砂土東地区」を目指すことを基本構想として、基本目標、
具体的な実施計画が定められています。

　地域福祉委員会は、地区社協の事業がこの計画に沿って適切に行われているか進行管理を
行い、地区社協に助言や意見具申を行うことを目的としています。
　委員会は、地区内の自治会、民生、児童委員協議会、各種団体の代表者、学識経験者などで
構成されています。

　近年、生活様式の変化、意識の変化などにより、特に高齢者の世間からの孤立化が進み、孤独死などの問題も
発生しています。単身高齢者や高齢者世帯への見守り、支え合いは緊急の課題です。地域の実情に合った、地域
見守りネットワーク作りなどを進めています。
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地域福祉推進委員会要綱
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子どもを事故・事件から守る安心・安全な大砂土東地区を目指して
第３次地域福祉行動計画

「子どもの見守り・声かけ運動の推進」

子どもを事故・事件から守る安心・安全な大砂土東地区を目指して
第３次地域福祉行動計画

「子どもの見守り・声かけ運動の推進」

①大砂土東小学校の登下校の状況（地域連携コーディネーター、保導委員長、PTA副会長）　②総務部員が登下校の様子を観察　③研修会参加「学校安全ネットワーク推進のための取り組みと見守り活動等の事例報告について」

今回は、大砂土東地区で最大の生徒数が通学する大砂土東小学校をモデルケースとして登下校時の子どもの安心・安全をテーマに課題を検討し提案作業を進めてきました。

今の状況子どもたちを取り巻く状況は必ずしも安心・安全とは言えない
　①連れ去り等悲惨な事件が他県で起きている
　②子どもが１人でいると犯罪者に狙われやすい
　③不審者情報が毎日のように学校に寄せられている

下校時に子どもが１人になる場合を考えてみると
　①学校から遠い家庭の子どもはどうしても最後は１人になる
　②下校班から外れて１人で帰って来る子どもがいる
　③公園その他で道草等をして１人で帰って来る子どもがいる

下校時は友達、仲間と一緒に帰ってくるが、ある地点からポツリ、ポツリと１人で
帰ってくることが多い。又、父兄の出迎えも少ない。

学校から遠い家まで帰る。そして最後は１人になる地区での子どもの見守り体制を作る

下校時に子どもを１人にしないために
「地域の目ネットワーク」づくり推進（案）

◎月曜日は全校一斉下校で５時間授業。14時45分頃の下校
　小学１年生は年間を通じて５時間授業
◎小学２～６年生は基本的に６時間授業。15時15分頃の下校

　今回、学校を出てから家まで30～40分かかる地区を課題とした
①大和田１丁目西地区②大和田１丁目前原地区③大和田１丁目東地区

①自治会の防犯パトロールに協力を依頼する
　防犯パトロールの実施を下校時間に合わせて15時30分～16時30分にしていただく
②地区で新たに下校時の子どもの見守り体制をつくる
　父兄、その地区のボランティアで組織する。下校時間帯には家の前に出て声掛けをする
③学校パトロールの協力を得る
④公園パトロール隊員も組織していただきたい

子どもを地域で守るという強い絆が大切です。月～金曜日と毎日のことなので交代で取り組む必要があります。なお、小学１・２年生には見知らぬ人に声をかけられたら“逃げる・大声を出す”よう大砂土東小学校の場合は指導しています。

地域に住む人々が自立して暮らすため
の様々な相談や支援をしています
民生委員児童委員

相談ごとの秘密は必ず守ります

（守秘義務が課せられています）
大砂土東地区　主任児童委員
問い合せは地区社協までお願いします

各中学校に「さわやか相談室」があり
児童・生徒はもちろん保護者の相談にも
対応します

ぽっかぽかサロン開催中ぽっかぽかサロン開催中
　見沼区役所１階地域活動室にて年２回（６月・
10月）行なっています。
　色々な方々と子育ての悩みを話したり先輩お母
さんからのアドバイスを聞いたりと“ほっ”とで
きる場となっています。
　今年は就学児童のいる又は未就園児のいるお父
さんやお母さん達の参加もお待ちしています。

子どもたちが健やかに生活できるよう、子ども
の育成を専門に、地区担当の民生委員児童委員
と連携・協力し活動しています

主任児童委員って？主任児童委員って？

下校時間 ＜地域の目ネットワーク＞について

民生委員児童委員

主任児童委員

関係機関

児童相談所
支援課
保健センター
小学校・中学校
子育て支援センター

ひとりで悩んで
いませんか？
ひとりで悩んで
いませんか？
・子育て
・不登校
・ひきこもり
・いじめ など

〈 〉
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（目的）第 2条　

（事業）第 3条

この委員会は大砂土東地区社会福祉協議会（以下地区社協という）の行動計画に基づく事業
の進行管理を行うことを目的とする
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ました。内容等はゆっくりと進
めています。皆さん是非お待ち
しています。

場所：東大宮２丁目集会場
時間：AM９:30～11:30
会費：100円

地区社協からのお知らせ

災害時高齢者支援講習会開催！！
（東大宮コミセン 10/29・大砂土東公民館 11/30）

太極拳講習会開催！！
（大宮武道館柔道場 10/30）

　大砂土東地区社会福祉協議会は、大砂土東地区の社会福祉を推進するために、平成25年度から平成29年度
までの５ヵ年の「第3次地域福祉行動計画」を策定しました。この計画には、「子どもから高齢者まで、地域の人々
の手と手がつながった、あたたかい安心して暮らせる大砂土東地区」を目指すことを基本構想として、基本目標、
具体的な実施計画が定められています。

　地域福祉委員会は、地区社協の事業がこの計画に沿って適切に行われているか進行管理を
行い、地区社協に助言や意見具申を行うことを目的としています。
　委員会は、地区内の自治会、民生、児童委員協議会、各種団体の代表者、学識経験者などで
構成されています。

　近年、生活様式の変化、意識の変化などにより、特に高齢者の世間からの孤立化が進み、孤独死などの問題も
発生しています。単身高齢者や高齢者世帯への見守り、支え合いは緊急の課題です。地域の実情に合った、地域
見守りネットワーク作りなどを進めています。
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